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令
和
六
年
度
事
業
報
告

一　

公
開
講
座

　

仏
教
文
化
公
開
講
座

　
　
　

日
時　

�

令
和
6
年
10
月
31
日
（
木
）　

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
～
4
時
45
分

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

Ｃ
校
舎
５
０
１
教
室

　
　
　

講
題　
「
平
安
時
代
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
」

　
　
　

講
師　

大
阪
大
谷
大
学
名
誉
教
授

�
梯　
　
　

信　

暁　

氏

　

宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座

　

Ⅰ　

日
時　

令
和
6
年
6
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

Ｂ
校
舎
５
０
１
教
室

　
　
　

テ
ー
マ�

「
摂
関
・
院
政
期
（
11
～
12
Ｃ
）
の
東
北
・
南

九
州
と
京
都　

―
平
泉
藤
原
氏
と
島
津
荘
の
南

島
交
易
―
」

　
　
　
　
　
　

�（
シ
リ
ー
ズ
・
東
山
か
ら
発
信
す
る
京
都
の
歴

史
と
文
化
㉔
）

　
　
　

講
題　

摂
関
家
領
島
津
荘
の
成
立
と
南
島
交
易

　
　
　

講
師　

ラ
・
サ
ー
ル
学
園
、
鹿
児
島
大
学
非
常
勤
講
師

�

永　

山　

修　

一　

氏

　
　
　

講
題　

平
泉
藤
原
氏
と
京
都
・
鎌
倉

　
　
　

講
師　

東
北
福
祉
大
学
名
誉
教
授

�

岡　

田　

清　

一　

氏

　

Ⅱ　

日
時　

令
和
6
年
10
月
9
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時
30
分

　
　
　

場
所　

京
都
女
子
大
学　

Ｂ
校
舎
５
０
１
教
室

　
　
　

講
題　
「
浄
土
真
宗
に
お
け
る
母
親
像
」

　
　
　

講
師　

京
都
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

�

小
野
嶋　

祥　

雄　

氏

　
　
　

講
題　
「
九
條
武
子
と
『
歎
異
抄
』」

　
　
　

講
師　

京
都
女
子
大
学
法
学
部
准
教
授

�

西　
　
　

義　

人　

氏

二　

研
究
紀
要
「
第
38
号
」

　

〈
研
究
発
表
〉

　
　
【
論
文
】

　
　

治
承
四
年
、
千
葉
庄
結
城
浜
合
戦　

野
口 

実

　
　

中
国
地
方
広
島
都
市
圏
の
特
色
あ
る
3
市
の
墓
地
・
斎
場

の
経
緯
と
無
縁
化
へ
の
対
応
～
広
島
市
、
呉
市
、
東
広
島
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市
を
事
例
と
し
て
～�

槇　

村　

久　

子

　
　

東
北
地
方
4
市
の
都
市
圏
形
成
に
伴
う
墓
地
の
変
容
と
東

日
本
大
震
災
「
被
災
者
墓
地
」
～
青
森
市
、
八
戸
市
、
仙

台
市
、
名
取
市
を
事
例
と
し
て
～�

槇　

村　

久　

子

　
　

仏
教
讃
歌
の
教
材
化
に
お
け
る
一
考
察
：
体
験
型
演
奏
会

―
仏
教
讃
歌
と
手
歌
―
の
開
催
を
経
て

�

ガ
ハ
プ
カ　

奈
美

　
　

ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
に
お
け
る
家
庭
科
教
育
―
小
学
校
に
お

け
る
実
践
を
中
心
に
―�

表　
　
　

真　

美

　
　

京
都
女
子
学
園
裁
縫
教
育
資
料
の
整
理
と
ア
ー
カ
イ
ブ
化

�

青　

木　

美
保
子

　
　
【
翻
刻
】

　
　

藤
島
宗
順
『
即
吟
贈
答
藻
』
解
題
と
翻
刻

�
大　

谷　

俊　

太

�

山　

中　

延　

之

�

野　

澤　

真　

樹
�

加　

藤　

弓　

枝
�

大　

山　

和　

哉

�

藤　

原　

静　

香

　
　
【
翻
訳
】

　
　

Ｔ
Ｓ
『
真
実
集
成
』（
寂
護
）・
Ｔ
Ｓ
Ｐ
『
真
実
集
成
釈
』（
蓮

華
戒
）�

秋　

本　
　
　

勝

　
〈
令
和
5
年
度
仏
教
文
化
公
開
講
座
講
演
要
旨
〉

　
　

中
世
に
お
け
る
臨
終
行
儀
と
往
生
際
の
迎
え
方
―
親
鸞
の

往
生
際
の
文
化
的
背
景
を
中
心
に
―�

小　

山　

聡　

子

　
〈
令
和
5
年
度 

宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
講
演
要
旨
〉

　
　

丹
後
局
と
卿
二
位
―
後
白
河
・
後
鳥
羽
院
政
の
光
と
影
―

�

曽
我
部　
　
　

愛

　
　

北
条
政
子
と
牧
の
方
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
―

�

野　

口　

華　

世

三　

研
究
所
だ
よ
り

　
　

第
79
号
（
7
月
発
行
）

　
　

第
80
号
（
2
月
発
行
）　

第
39
回
懸
賞
論
文
発
表

四　

懸
賞
論
文
募
集

　

テ
ー
マ

　
（
京
都
女
子
大
学
学
生
及
び
京
都
女
子
大
学
大
学
院
生
）

　
　
　

親
鸞
の
思
想
、
仏
教
思
想
や
宗
教
思
想
等
あ
る
い
は

現
代
社
会
の
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
、
宗
教
の
視
点
も
加
え
て
論
評
し
た
も
の
（
た
と
え
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ば
性
差
別
や
生
命
倫
理
の
問
題
、
地
球
環
境
、
国
際
関

係
、
Ｉ
Ｔ
の
普
及
、
少
年
犯
罪
や
カ
ル
ト
宗
教
を
め
ぐ

る
問
題
な
ど
）に
関
す
る
も
の
。題
は
自
由
。ま
た
、エ
ッ

セ
イ
の
形
式
で
も
可
。

　
（
京
都
女
子
高
等
学
校
生
徒
）

　
　
　

1　

私
と
宗
教

　
　
　

2　

釈
尊
に
学
ぶ
も
の

　
　
　

3　

親
鸞
聖
人
に
学
ぶ
も
の

　
　
　

※
題
は
自
由
。

　
（
京
都
女
子
中
学
校
生
徒
）

　
　
　

1　

私
と
宗
教

　
　
　

2　

お
し
ゃ
か
さ
ま
と
私

　
　
　

3　

親
鸞
さ
ま
と
私

　
　
　

※
題
は
自
由
。

　
（
京
都
女
子
大
学
附
属
小
学
校
児
童
）

　
　
　

1　

ほ
と
け
さ
ま
の
こ
と

　
　
　

2　

お
し
ゃ
か
さ
ま
の
こ
と

　
　
　

3　

し
ん
ら
ん
さ
ま
の
こ
と

　
　
　

※
題
は
自
由
。

　
（
京
都
幼
稚
園
園
児
）

　
　
　

み
ほ
と
け
さ
ま
の
絵

令
和
6
年
度
報
告

応
募
数

　
　

大
学
・
大
学
院
生　
　

論
文
の
部�

5
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
柳
の
部�

60
句

　
　

高
校
生
の
部�

68
編

　
　

中
学
生
の
部�

41
編

　
　

小
学
生
の
部�

405
編

　
　

幼
稚
園
児
の
部�

29
点

入
選
者�

71
編

　
　

大
学
・
大
学
院
生

　
　
　

論
文
の
部　
　

佳
作�

1
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　

努
力
賞�

3
編

　
　
　

川
柳
の
部　
　

優
秀
作�

1
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佳
作�

3
句

　
　

高
校
生
の
部

　
　
　

優
秀
作�

1
編

　
　
　

秀
作�

3
編

　
　
　

佳
作�

5
編

　
　

中
学
生
の
部

　
　
　

特
選�

2
編

　
　
　

優
秀
作�

1
編
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秀
作�

1
編

　
　
　

佳
作�

4
編

　
　

小
学
生
の
部

　
　
　

金
賞�

15
編

　
　
　

銀
賞�

29
編

　
　

幼
稚
園
児
の
部

　
　
　

入
賞�

6
点

五　

そ
の
他

　

資
料
サ
ー
ビ
ス

　
　

図
書
・
視
聴
覚
資
料
の
貸
出
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編

集

後

記

◇
こ
こ
に
『
研
究
紀
要
』
第
三
十
九
号
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回

も
研
究
員
の
先
生
方
か
ら
、
ご
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
わ
る
研
究
成
果

を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

◇
令
和
六
年
度
の
宗
教
・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
は
「
摂
関
・
院
政
期
（
11

～
12
Ｃ
）
の
東
北
・
南
九
州
と
京
都
─
平
泉
藤
原
氏
と
島
津
荘
の
南
島
交

易
─
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
第
Ⅰ
部
は
、
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
、
鹿
児

島
大
学
非
常
勤
講
師
の
永
山
修
一
先
生
に
「
摂
関
家
領
島
津
荘
の
成
立
と

南
島
交
易
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き

第
Ⅱ
部
で
は
、
東
北
福
祉
大
学
名
誉
教
授
の
岡
田
清
一
先
生
に
「
平
泉
藤

原
氏
と
京
都
・
鎌
倉
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
令
和
六
年
度
の
仏
教
文
化
公
開
講
座
で
は
、
大
阪
大
谷
大
学
名
誉
教
授
の

梯
信
暁
先
生
に
「
平
安
時
代
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
」
と
題
し
て
ご
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
今
後
も
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
広
く
宗
教
と
文
化
に
関
す
る
研

究
を
推
進
し
、
も
っ
て
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
い
う
当
研
究
所
設
置
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
研
究
紀
要
」
第
三
十
九
号

令
和
八
年
二
月
二
十
七
日　

印
刷

令
和
八
年
三
月　
　

六
日　

発
行

京　
都　
女　
子　
大　
学

宗
教
・
文
化
研
究
所

所
長　

藤
井　

隆
道

〠
六
〇
五-

八
五
〇
一　

京
都
市
東
山
区
今
熊
野
北
日
吉
町
三
五

　
　
　
　
　

電
話　
〇
七
五（
五
三
一
）七
〇
七
四（
直
通
）

　
　
　

印　

刷　

所　

株
式
会
社　
同
朋
舎

〠
六
〇
四-

八
四
五
七　

京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
馬
代
町
六
─

一
六

図
書

印
刷




